
　

任
期
満
了
に
伴
う
東
大
阪

市
長
、
市
議
選
（
10
月
２
日

投
開
票
）
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
が
４
日
、
市
役
所
で

開
か
れ
た
。

　

市
長
選
の
説
明
会
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
出
馬
を
表
明
し

て
い
る
、
現
職
の
野
田
義
和

氏（
54
）、
元
市
長
の
長
尾
淳

三
氏（
59
）、
新
人
で
元
府
議

の
西
野
茂
氏（
67
）
の
３
陣

営
を
含
め
、
６
陣
営
が
出
席

し
た
。

　

次
回
か
ら
定
数
が
４
減
の

42
と
な
る
市
議
選
の
説
明
会

に
は
60
陣
営
が
出
席
し
た
。

　

東
大
阪
市
中
消
防
署
（
同

市
稲
葉
１
、小
林
隆
昭
署
長
）

で
こ
の
ほ
ど
、
路
上
で
28
歳

の
女
性
の
分
娩
を
介
助
し
、

小
さ
な
命
を
救
っ
た
と
し
て
、

加
藤
文
江
さ
ん（
50
）、
平
島

祐
果
さ
ん（
27
）、
菅
五
百
子

さ
ん
に
対
し
小
林
署
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

同
市
中
消
防
署
長
は
、
今

回
の
件
に
つ
い
て
同
市
消
防

表
彰
規
則
第
２
条
第
２
項
第

２
号
に
該
当
す
る
と
し
て
、

表
彰
状
の
贈
呈
を
決
定
し
た
。

　

６
月
15
日
午
前
８
時
50
分

頃
、
同
市
新
庄
２
先
路
上
で

そ
の
場
を
偶
然
通
行
し
て
い

た
平
島
さ
ん
が
、
陣
痛
を
訴

え
て
い
る
女
性
を
発
見
。
そ

の
後
、
近
隣
住
人
ら
も
駆
け

つ
け
、
破
水
・
出
血
を
認
め
、

男
児
が
既
に
娩
出
し
て
い
た

た
め
、
３
人
で
協
力
し
活
動

を
開
始
。

　

ま
ず
、
近
隣
住
人
の
菅
さ

ん
を
発
見
者
で
あ
る
平
島
さ

ん
が
呼
び
に
行
き
１
１
９
番

通
報
依
頼
、
平
島
さ
ん
は
直

ぐ
に
現
場
に
戻
り
、
既
に
男

児
が
娩
出
し
て
い
た
た
め
、

自
分
の
ス
カ
ー
ト
を
受
け
皿

に
し
て
男
児
を
抱
え
る
と
直

ぐ
に
泣
い
た
た
め
、
安
心
し

保
温
し
な
が
ら
待
機
し
て
い

る
と
、
付
近
で
仕
事
を
し
て

い
た
加
藤
さ
ん
が
バ
ス
タ
オ

ル
等
を
持
参
し
駆
け
つ
け
、

保
温
を
継
続
し
、
救
急
隊
が

到
着
す
る
ま
で
観
察
等
を
行

い
引
き
継
い
だ
。

　

２
０
１
１
年 

東
大
阪
市
平

和
の
つ
ど
い
・
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー

ク
・
平
和
資
料
展
が
２
日
、大

阪
府
立
中
央
図
書
館
（
同
市

荒
本
北
１
）１
階
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
行
わ
れ
た
。（
写
真
）

　

こ
の
催
し
は
、
戦
争
に
関

す
る
写
真
を
見
た
り
体
験
談

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
と
生
命
、

人
権
の
尊
さ
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
同
市

な
ど
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
。

　

会
場
に
は
、
地
雷
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
人
々
に
義
足
を
制
作

し
、
届
け
る
活
動
を
す
る
義

肢
装
具
士
・
瀧
谷
昇
さ
ん
の

写
真
展
を
は
じ
め
、
大
阪
大

空
襲
や
戦
時
下
の
市
民
生
活

を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
、
戦
争

関
連
遺
品
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

戦
時
中
の
国
民
の
生
活
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
ほ
か
、
今
年
５
月
に
行
わ

れ
た
東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ
い

祭
り
で
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
平
和
を
願
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
や
平
和
に
関
す
る
本
な

ど
を
集
め
た
「
平
和
図
書
コ

ー
ナ
ー
」
な
ど
も
あ
り
、
資

料
展
を
訪
れ
た
市
民
は
神
妙

に
写
真
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見

て
い
た
。
９
歳
で
戦
争
を
迎

え
た
と
い
う
男
性
は
「
空
襲

の
写
真
や
戦
争
の
遺
品
を
見

て
い
る
と
、
当
時
、
爆
弾
が

雨
の
よ
う
に
降
り
、
恐
ろ
し

か
っ
た
記
憶
が
甦
る
。
二
度

と
戦
争
は
起
こ
し
て
は
い
け

な
い
と
改
め
て
感
じ
た
」
と

話
し
た
。

　

ま
た
、
平
和
学
習
会
と
し

て
笑し

ょ
う
ふ
く
て
い

福
亭
鶴か

く
し
ょ
う笑
さ
ん
の
「
地

上
に
平
和
、
人
々
に
笑
顔
」

と
題
し
た
パ
ペ
ッ
ト
落
語
や

義
肢
装
具
士
・
瀧
谷
昇
さ
ん

の
「
義
足
を
作
り
続
け
る
〜

笑
顔
の
た
め
に
」、市
内
在
住

の
原
爆
被
害
者
に
よ
る
「
原

爆
体
験
」
と
題
し
た
お
は
な

し
も
行
わ
れ
た
。

東大阪市

説
明
会
に
６
陣
営
が
出
席

市
議
会
議
員
は
60
陣
営

東
大
阪
市
長
選

税
の
扶
養
控
除
ま
た
は
医
療

保
険
の
扶
養
者
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
。

③
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

こ
と
。

動
産
（
預
貯
金
、株
、生
命
保

険
な
ど
）…
預
貯
金
な
ど
が

世
帯
で
３
５
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

不
動
産
…
世
帯
で
居
住
用
以

外
の
不
動
産
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
。
居
住
用
の
土
地

に
つ
い
て
２
０
０
㎡
以
下
で

あ
る
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
大
阪

市
健
康
福
祉
局
福
祉
部
高
齢

介
護
室
介
護
保
険
料
課
▽
電

話
（
０
６
）４
３
０
９―

３

１
８
８　

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
６
）

４
３
０
９―

３
８
１
４

　

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が

著
し
く
困
難
な
第
一
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
で

つ
ぎ
の
要
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
場
合
は
、
保
険
料
が

基
準
額
の
２
分
の
１
（
年
額

２
万
８
６
０
８
円
）
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

①
本
年
中
の
世
帯
全
員
の
収

入
が
下
記
の
表
の
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
。

　

今
年
支
払
っ
た
入
院
中
の

医
療
費
は
全
額
、
家
賃
に
つ

い
て
は
年
間
最
高
24
万
円
ま

で
は
世
帯
の
収
入
金
額
か
ら

世帯構成
１人世帯
２人世帯
３人世帯

収入金額
１２６万円以下
１７６万円以下
２２６万円以下

以下、ひとり増えるごとに収入金額に５０万円を加算

控
除
さ
れ
ま
す
。（
領
収
書

等
の
コ
ピ
ー
を
つ
け
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
）

②
他
の
世
帯
に
属
す
る
人
の

介
護
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す

東
大
阪
市

　

東
大
阪
市
議
会
は
先
月
29

日
の
平
成
23
年
第
２
回
臨
時

会
で
、
現
行
の
議
員
定
数
46

を
４
減
す
る
条
例
改
正
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
市

長
選
と
同
時
に
行
わ
れ
る
９

月
25
日
告
示
、
10
月
２
日
投

開
票
の
次
回
市
議
選
か
ら
適

用
さ
れ
る
。

　

改
正
条
例
案
の
採
決
で
は

共
産
が
全
員
反
対
に
回
っ
た
。

ほ
か
の
会
派
で
も
、
所
属
議

員
の
一
部
が
反
対
に
回
っ
た
。

議
員
定
数

４
人
削
減

東
大
阪
市
議
会

第２回臨時会（7月29日分）採決表
議会議案
第５号

公明党
真正
共産党
自由民主党
民主さわやかな風
民主リベラル荊政会
さきがけ
民主党東大阪
議決結果

◯
◯  
　
◯
◯  
◯
◯  
◯

12人
9人
9人
7人
3人
2人
2人
1人

可決

東大阪市議会議員定数条例の
一部を改正する条例制定の件

（　
１
）

（　
１
）

（
欠
１
）

石
巻
大
谷
地
小
学
校
長
が

図
書
の
お
礼
に
野
田
市
長
訪
問

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

・
宮
城
県
石
巻
市
立
大
谷
地

小
学
校
の
杉
山
昭
夫
校
長
が

東
大
阪
市
役
所
を
訪
れ
、
野

田
義
和
市
長
に
お
礼
の
言
葉

を
伝
え
よ
う
と
表
敬
訪
問
し

た
。（
写
真
）

　

今
回
の
表
敬
訪
問
は
、
昨

年
８
月
に
静
岡
で
開
催
さ
れ

た
全
国
レ
ベ
ル
の
研
修
会
で

出
会
っ
た
東
大
阪
市
教
育
セ

ン
タ
ー
の
塩
尻
文
男
所
長
の

元
に
杉
山
校
長
が
電
話
を
入

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

東
大
阪
市
が
児
童
図
書
約
５

０
０
０
冊
を
贈
っ
た
こ
と
に

対
し
て
杉
山
校
長
が
お
礼
の

言
葉
を
伝
え
よ
う
と
東
大
阪

市
役
所
を
訪
れ
た
も
の
。

　

送
っ
た
約
５
０
０
０
冊
の

図
書
は
、
大
谷
地
小
学
校
に

１
５
０
０
冊
。
大
谷
地
小
学

校
の
保
護
者
ら
に
８
０
０
冊
。

大
谷
地
小
学
校
を
除
く
11
の

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
約
２
３
０
０
冊
。
残
り
を

遠
野
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に

分
配
し
た
。

　

当
日
は
、
石
巻
市
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
坂

本
さ
ん
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
、

児
童
代
表
の
お
礼
の
手
紙
を

預
か
り
、
持
参
し
た
。

　

小
林
署
長
は
３
人
に
「
こ

の
よ
う
な
事
案
で
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
は
勇
気
が
い
る

こ
と
で
す
が
、
３
人
が
協
力

し
て
分
娩
介
助
し
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
、
大
切
な
命

が
助
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
感
謝
の
意
を
述

べ
、
表
彰
状
と
記
念
品
と
し

て
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
手
渡
し

た
。

　

平
島
さ
ん
は
「
既
に
男
児

が
出
て
い
た
の
で
無
我
夢
中

で
自
分
の
ス
カ
ー
ト
で
抱
え

ま
し
た
。
す
ぐ
泣
い
て
く
れ

て
良
か
っ
た
で
す
」、
菅
さ

ん
は
「
普
段
か
ら
近
所
付
き

合
い
が
あ
り
『
お
母
さ
ん
』

と
呼
ば
れ
慕
っ
て
く
れ
て
お

り
、
現
在
（
産
ま
れ
た
子
ど

も
も
）
元
気
に
育
っ
て
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
」、
加
藤

さ
ん
は
「
付
近
が
騒
が
し
か

っ
た
の
で
気
付
き
、
直
ぐ
バ

ス
タ
オ
ル
等
を
持
参
し
駆
け

つ
け
た
。
助
か
っ
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

分
娩
介
助
の
女
性
３
人
に
表
彰
状

丸
玉
給
食
㈱
が
こ
の
度
移
転
し
、

社
名
変
更
し
ま
し
た

【
旧
登
録
】

〒
５
４
６―
０
０
０
１　

大

阪
市
東
住
吉
区
今
林
４―

２

―

16

　

丸
玉
給
食
㈱

　

服
部
社
長

【
新
登
録
】

〒
５
４
７―

０
０
４
８　

大

阪
市
平
野
区
平
野
馬
場
１―

17―

15

　

㈱
マ
ル
タ
マ
フ
ー
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　

服
部
太
郎

2011年 平和のつどい
ピースウィーク開催

　

真
夏
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
を
和
ら
げ
よ
う
と
、

東
大
阪
市
役
所
（
同
市
荒
本

北
１
）
で
こ
の
ほ
ど
、
職
員

に
よ
る
打
ち
水
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。（
写
真
）

　

市
役
所
本
庁
舎
が
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
引
き
起

こ
す
原
因
の
一
つ
と
考
え
る

同
市
で
は
、
夏
場
の
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
し
、

ま
た
職
員
の
環
境
意
識
を
啓

発
す
る
こ
と
を
目
的
に
庁
舎

周
辺
で
職
員
ら
が
打
ち
水
を

実
施
し
て
い
る
。
打
ち
水
は

平
成
19
年
度
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
で
５
回
目
。
打

ち
水
の
前
後
に
は
気
温
を
測

定
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
す

る
。

　

あ
る
日
の
夕
方
、
職
員
約

30
人
と
と
も
に
野
田
義
和
市

長
も
参
加
。「
打
ち
水
大
作

戦
」と
書
か
れ
た
タ
ス
キ
を

か
け
た
野
田
市
長
ら
は
雨
水

と
工
業
用
水
が
入
っ
た
バ
ケ

ツ
や
じ
ょ
う
ろ
を
持
ち
、
庁

舎
東
側
の
玄
関
付
近
や
自
転

車
置
き
場
周
辺
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
水
を
ま
い
て
い
っ

た
。
こ
の
日
使
用
し
た
雨
水

と
工
業
用
水
は
約
１
１
２
０

リ
ッ
ト
ル
。
約
15
分
間
打
ち

水
を
行
っ
た
後
に
気
温
を

測
定
す
る
と
、
打
ち
水
前
の

31
・
５
℃
か
ら
30
・
３
℃
に

低
下
し
て
い
た
。
昨
年
度
は

実
施
し
た
４
日
間
で
、
気
温

が
平
均
で
１
・
２
℃
低
下
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
同
市
環
境
部
で
は
、

市
民
に
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
市
役
所
１
階
に
啓

発
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
地
球
温
暖
化
の
原
因

や
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
た

パ
ネ
ル
、
暑
い
夏
を
乗
り
切

る
た
め
の
工
夫
が
書
か
れ
た

パ
ネ
ル
な
ど
約
10
点
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
府
立
中
央
図
書
館

（
同
市
荒
本
北
１
）
と
同
市

役
所
庁
舎
周
辺
で
も
「
打
ち

水
大
作
戦
」
を
開
催
。
大
阪

府
と
東
大
阪
市
が
主
催
。
会

場
に
は
同
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト
ラ
イ
く

ん
」
を
は
じ
め
、
石
切
参
道

商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
い
し
き
り
ん
」、

平
城
京
遷
都
１
３
０
０
年
祭

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
せ
ん
と
く
ん
」
な
ど
「
ゆ

る
き
ゃ
ら
」
が
大
集
合
し
、

一
緒
に
打
ち
水
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
関
西
大
学
の
都

市
建
築
熱
環
境
研
究
グ
ル
ー

プ
（
通
称
熱
ゼ
ミ
）
に
よ
る

講
演
会
や
地
球
温
暖
化
防
止

を
啓
発
す
る
パ
ネ
ル
展
示
が

行
わ
れ
、
環
境
に
つ
い
て
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

市
役
所
庁
舎
周
辺
で

「
涼
」を
呼
ぶ
打
ち
水
大
作
戦
東大阪市



テ
ィ
バ
ル
」
や
「
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

物
産
即
売
会
」が
行
わ
れ
る
。

　

翌
28
日
は
、
午
後
２
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
、
約
４
時

間
に
及
ぶ
河
内
音
頭
一
色
の

　

河
内
音
頭
の
本
場
・
八
尾

の
夏
を
飾
る
恒
例
の
「
第
34

回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
」

が
、
８
月
27
日
㈯
、
８
月
28

日
㈰
の
２
日
間
、八
尾
市
役

所（
本
町
１
）周
辺
を
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
る
。
八
尾
河

内
音
頭
ま
つ
り
振
興
会
（
会

長
・
塚
谷
俊
介
八
尾
商
工
会

議
所
会
頭
）
主
催
。
今
年
は

被
災
地
の
復
興
支
援
と
し
て

ま
つ
り
を
位
置
づ
け
、「
が
ん

ば
ろ
う
日
本
！　

被
災
地
へ

エ
ー
ル
を
送
ろ
う
！
」
と
ポ

ス
タ
ー
な
ど
で
復
興
支
援
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
他
、
ま
つ
り

の
各
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
に
も

義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
。

　

27
日
は
「
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

　

本
年
も
、
恒
例
と
な
っ
て

お
り
ま
す
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
と
お
り

去
る
３
月
11
日
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
直
後
に
起

こ
っ
た
福
島
原
発
事
故
と
あ

わ
せ
て
、
日
本
が
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
歴
史
的

な
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
震
災
発
生
直
後
か

ら
、
被
災
地
支
援
に
取
り
組

み
、
そ
の
後
何
度
か
、
現
地

に
足
を
運
ぶ
と
と
も
に
、
速

や
か
な
救
援
、
復
興
へ
向
け

た
様
々
な
提
案
を
行
い
つ

つ
、
そ
の
実
施
を
強
く
政
府

与
党
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
こ
の
国
難

に
立
ち
向
か
い
乗
り
越
え
る

た
め
、
与
野
党
の
垣
根
を
越

え
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

　

日
本
全
体
が
、
か
つ
て
な

「
大
パ
レ
ー
ド
」が
行
わ
れ
る
。

パ
レ
ー
ド
は
近
鉄
八
尾
駅
高

架
下
を
ス
タ
ー
ト
し
、
市
役

所
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
４

０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
。

復
興
を
後
押
し
す
る
気
持
ち
を
込
め
て

衆
議
院
議
員

谷
畑　

孝

チ
ャ
リ
テ
ィ
物
産
即
売
会
で
復
興
支
援

塚
谷
俊
介

被
災
地
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

田
中
誠
太

八
尾
市
長

い
困
難
を
抱
え
る
中
で
開

催
さ
れ
ま
す
第
34
回
八
尾
河

内
音
頭
ま
つ
り
は
、
今
ま
で

に
な
い
特
別
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。
河
内
音
頭
は
、
幾
多

の
困
難
を
た
く
ま
し
く
乗
り

越
え
て
き
た
庶
民
の
喜
び
や

悲
し
み
を
織
り
込
み
、
そ
の

心
情
を
歌
い
上
げ
た
我
が
八

尾
、
河
内
が
誇
る
庶
民
の
伝

統
文
化
で
あ
り
ま
す
。
む
し

ろ
こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
復
興
を
後
押

し
す
る
気
持
ち
を
込
め
て
河

内
音
頭
の
大
き
な
輪
が
広
が

る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
、
困

難
に
立
ち
向
か
い
屈
す
る
こ

と
な
く
乗
り
越
え
て
き
た
庶

民
の
た
く
ま
し
さ
や
先
人
た

ち
の
労
苦
に
思
い
を
馳
せ
、

復
興
を
願
う
特
別
な
思
い

　

照
り
つ
け
る
太
陽
の
余
韻

を
残
し
、
夕
闇
が
あ
た
り
を

包
む
頃
、
提
灯
の
灯
り
が
淡

く
赤
い
色
を
浮
か
び
あ
が
ら

せ
ま
す
。
こ
の
季
節
を
待
っ

て
い
た
と
ば
か
り
に
櫓
か
ら

流
れ
る
音
頭
の
調
べ
に
誘
わ

れ
人
々
が
集
ま
り
、
い
つ
し

か
河
内
音
頭
の
輪
が
広
が
り

ま
す
。
八
尾
に
お
け
る
夏
の

暑
さ
は
河
内
音
頭
の
熱
気
に

よ
る
も
の
だ
と
、
こ
の
季
節

に
な
る
の
を
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
34
回
を
迎
え
る
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
は
、
８

月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
の
２
日

間
で
、
市
内
中
学
生
や
八
尾

市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏

楽
の
演
奏
や
、
河
内
音
頭
一

色
の
パ
レ
ー
ド
、
大
盆
踊
り

大
会
な
ど
、
高
齢
の
方
か
ら

お
子
様
ま
で
、
家
族
や
地
域

の
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
が
り
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

企
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
今
回
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
の
位
置
付
け
で
取
り

組
み
、
募
金
箱
の
設
置
や
協

賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
商
工
会

議
所
・
八
尾
市
共
催
に
よ
る

「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
物
産
即
売
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

八
尾
の
夏
を
締
め
く
く
る

ま
つ
り
を
大
い
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

八
尾
商
工
会
議
所 

会
頭

　

市
内
各
地
で
八
尾
の
風
物

詩
で
あ
る
河
内
音
頭
の
音
色

が
響
き
わ
た
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
年
は
８
月
27
日
、
28
日

に
開
催
い
た
し
ま
す
『
第
34

回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
』

を
被
災
地
復
興
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ

け
て
お
り
、
８
月
よ
り
ク
ー

ル
ビ
ズ
も
兼
ね
た
八
尾
河
内

音
頭
ま
つ
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
職

員
が
着
用
し
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
代

の
一
部
を
義
援
金
と
し
て
寄

附
）、
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
と
と

も
に
被
災
地
支
援
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
つ
り
会
場
で
は
「
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
物
産
即
売
会
」
を
は
じ

め
、
市
内
５
校
の
中
学
生
約

２
０
０
名
に
よ
る
吹
奏
楽
大

合
同
演
奏
や
「
地
域
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
」（
27
日
）、
68

団
体
・
約
３
０
０
０
人
に
よ

る
「
大
パ
レ
ー
ド
」「
大
盆
踊

り
大
会
」（
28
日
）な
ど
、
老

若
男
女
問
わ
ず
、
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
催
し
が
満
載
で

す
。

　

皆
様
方
に
は
、
伝
統
文
化

に
触
れ
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

河
内
音
頭
の
調
べ
を
ご
堪
能

い
た
だ
き
、
と
も
に
八
尾
の

夏
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

で
、
今
年
も
、
皆
さ
ん
の
河

内
音
頭
の
輪
に
加
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

あ
ら
た
め
て
関
係
各
位
の
ご

労
苦
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
と
共
に
、
本
年
も
八
尾

河
内
音
頭
ま
つ
り
が
成
功
裏

に
終
了
し
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

昨年の八尾河内音頭まつり大パレードの様子

　

ト
ル
コ
文
化
協
会
の
ト
プ

ラ
マ
オ
マ
ー
ル
・
Ａ
・
キ
ャ

ミ
ー
ル
会
長
が
ト
ル
コ
の
魅

力
を
基
本
的
な
こ
と
か
ら
教

え
て
く
れ
る
「
ト
ル
コ
を
知

ろ
う
！
」
が
、
８
月
21
日
㈰

11
時
〜
14
時
ト
ル
コ
レ
ス
ト

ラ
ン
「
サ
ミ
ミ
」（
近
鉄
大

阪
線
八
尾
駅
西
口
か
ら
徒
歩

１
分
、オ
ク
ム
ラ
ビ
ル
１
階
）

で
開
か
れ
る
。

　

講
演
後
、
世
界
三
大
料
理

の
一
つ
で
あ
る
ト
ル
コ
料
理

を
楽
め
る
。
参
加
費
用
は
一

人
２
０
０
０
円
。
申
し
込
み

は
主
催
の
文
化
創
造
倶
楽
部

（
電
話
０
７
２

−

９
９
３

−

２
０
３
７
）
へ
。

「
ト
ル
コ
を
知
ろ
う
！
」開
催

ト
ル
コ
レ
ス
ト
ラ
ン「
サ
ミ
ミ
」で

8/24 ㈬ 10:30

8/30 ㈫ 10:30

9/ 8 ㈭ 10:00

9/ 9 ㈮ 10:00

9/14 ㈬ 10:00

9/15 ㈭ 10:00

9/20 ㈫ 10:00

9/22 ㈭ 10:00

9/28 ㈬ 10:30

9/29 ㈭ 10:00

日　時 名　称

八尾市議会９月定例会の日程
内　容

議会運営委員会

議会運営委員会

本議会（第１日）

本議会（予備日）

保健福祉常任委員会

建設産業常任委員会

文教常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

本議会（第２日）

９月定例会の招集等

本会議の発言通告等

議案説明・個人質問等

―

議案審査

議案審査

議案審査

議案審査
本会議（第２日）の
議事運営等
各常任委員長報告
・採決等

三
野
郷
山 

三
寳
興
誠
院

住
職  

松
茂
良
興
真

【
日
々
の
こ
こ
ろ
が
け
４
】

世
の
た
め

人
の
た
め
を
考
え
て

※
毎
月
第
３
日
曜
午
前
10
時
半
か
ら
祈
願
祈

　

祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
は
21
日
で
す
。

　

ど
な
た
様
で
も
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
。

八
尾
市
福
万
寺
町
南
６―

２―

３

電
話
（
０
７
２
）９
２
２―

３
９
３
３

　

何
事
に
お
い
て
も
他（
人
・
物
）か
ら
奉
仕
さ
れ
、
他

に
奉
仕
し
て
他
を
生
か
し
、
自
と
他
と
が
互
い
に
関
わ

り
合
っ
て
万
物
は
存
在
で
き
て
い
ま
す
。
全
て
に
お
い

て
、
助
け
助
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
人
様
と
共
生
し

て
こ
そ
、
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

仏
教
に
自じ

利り

利り

他た

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
我

欲
を
考
え
ず
し
て
他
人
の
た
め
に
尽
く
せ
ば
、
い
ず
れ

そ
れ
が
自
分
の
利
と
し
て
返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
目
先
の
我
欲
を
考
え
ず
、
世
の
た
め
人
の
た
め
を

考
え
て
日
々
の
精
進
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
27
日
㈯
、
近
鉄
八
尾

駅
高
架
下
の
八
尾
ペ
ン
ト
モ

ー
ル
で
恒
例
の
夏
祭
り
が
行

わ
れ
る
。
子
供
か
ら
大
人
ま

で
大
賑
わ
い
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

今
年
は
初
め
て
の
試
み
で
、

パ
ワ
ー
パ
ド
ラ
ー
が
登
場
。

パ
ワ
ー
パ
ド
ラ
ー
と
は
、
直

径
７
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
プ

ー
ル
に
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
て

子
供
た
ち
が
自
由
に
操
縦
で

き
る
と
い
う
も
の
。　

問
い

合
わ
せ
は
、
ペ
ン
ト
モ
ー
ル

八
尾
（
☎
０
７
２―

９
９
６

―

１
１
１
５
）
へ
。

八
尾
ペ
ン
ト
モ
ー
ル

の
夏
祭
り


